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Ⅲ 緑の評価と課題 

１．住民意識調査 

（１）伊豆の国市まちづくりに関するアンケート調査（平成 27 年１月） 

第２次伊豆の国市総合計画の策定にあたり行ったアンケート調査から、緑の基本計画に関連す

る項目を整理しました。 

 

《回収状況》 

発送数 回収数 回収率 

2,500 912 36.5％ 

 

 

① 住みやすさや定住意識等について 

 

 

  

(Ｎ=912)

とても

住みやすい

6.7%

住みやすい

37.6%普通

45.1%

住みにくい

7.0%

とても

住みにくい

0.9%

無回答

2.7%

問 あなたにとって伊豆の国市は住みやすいま

ちですか。（○は１つ） 

 

問 住みにくいところがあるとすれば、どの

ようなところですか。（○は３つまで） 

 

Ｎ=912

活気がない

安定して働く職場がない

買い物がしにくい

娯楽やスポーツ・文化の機会が少ない

道路事情がわるい

近所づきあいがむずかしい

通勤・通学に不便

自然が汚れつつある

福祉施設や医療機関が整っていない

防犯・防災体制が整っていない

公共施設が整っていない

ごみ処理や水道など生活環境がわるい

まちのイメージがわるい

子どもの教育環境がわるい

住宅事情がわるい

その他

無回答

31.7

21.5

18.5

16.1

14.4

9.9

9.3

7.7

7.7

7.3

7.3

6.6

3.7

3.4

1.8

3.5

21.2

0 10 20 30 40(%)

凡例： 公園・緑地を「守る：   」、「創る・育てる：   」、「使う：   」に繋がる意見等 
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② 市の取組に対する満足度・重要度について 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 あなたは、市の取り組みについて満足していますか。また、その取り組みが重要であると考えますか。次

の項目についてお答えください。（取り組みによっては、あなたに直接関係のない取り組みも含まれるか

もしれませんが、ご家族や知人の状況や、あなたの考えなどを照らし合わせてください。）（満足度：○

は各項目１つずつ、重要度：重要だと思う項目すべてに○） 

 

凡例： 公園・緑地を「守る：   」、「創る・育てる：   」、「使う：   」に繋がる意見等 

Ｎ=912

（１）自然環境の保全への取り組み

（２）まちの景観や街並みの美しさの向上のための取り組み

（３）環境美化への取り組み（不法投棄の監視、回収など）

（４）歴史や温泉を生かした観光への取り組み（観光ルートの開
発、観光イベントの開催、観光マップや案内板の整備など）

（５）農業・林業・水産業への取り組み（用排水路の整備、農業経
営への支援、地産地消の推進など）

（６）新しい産業や研究技術開発への取り組み

（７）企業誘致や地域産業の保護・育成への取り組み

（８）商業を活性化するための取り組み

（９）雇用機会の創出と職業能力の向上のための取り組み

（10）小学校・中学校の施設や教育内容の充実

（11）幼稚園・保育園の施設や内容の充実

（12）青少年の健全育成への取り組み（ボランティア活動や地域
活動への参加の促進、ジュニアリーダーの養成など）

（13）生涯学習の参加機会や場の提供

（14）スポーツの参加機会や場の提供

（15）歴史・文化財を守り、活用していく取り組み

（16）文化、芸術の振興（音楽や演劇などに接する機会の提供）

（17）外国人との交流や国際化への取り組み

（18）国内の姉妹都市交流への取り組み（現在、京都府長岡京市
と姉妹都市提携しています）

（19）市民の健康増進施策への取り組み（各種健診、予防接種な
ど）

（20）地域に必要な医療を確保するための取り組み

（21）介護を必要とするお年寄りへの福祉サービスの取り組み

（22）お年寄りの生きがいづくりへの取り組み

（23）障がいをもった人への福祉サービスの取り組み

（24）介護している家族への支援

（25）子育てや子育て世帯への支援（こども医療費助成制度や放
課後児童クラブなど）

（26）支えあいの地域福祉の充実（ボランティア団体等の活動支
援、ボランティア養成講座の開催など）

（27）国道や県道などの主な道路の整備

（28）安全で使いやすい身近な道路の整備

（29）鉄道やバス（公共交通機関）の利用のしやすさ

（30）情報通信網の整備

（31）公園など身近に親しめる広場の整備

（32）上水道の水質改善への取り組み（おいしさ、安心度など）

（33）生活排水処理の対策（下水道の整備やし尿処理など）

（34）ごみ減量化やリサイクルの取り組み

（35）交通安全や交通事故防止の対策

（36）防災対策（火事、風水害、地震などへの取り組み）

（37）災害に強い山や川の整備

（38）市民への広報や情報の公開

（39）地域の活動を盛んにするための支援（自治会活動の支援な
ど）

（40）公民館や集会場などの整備

（41）男女共同参画社会づくりのための取り組み（啓発講座、講
演会など）

（42）効率的な行財政運営への取り組み（市財政の健全化など）

（43）近隣自治体との相互サービスの提供（本の貸し出し、住民
票の写しの交付など）
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【満足度】 【重要度】 
Ｎ=912

（１）自然環境の保全への取り組み

（２）まちの景観や街並みの美しさの向上のための取り組み

（３）環境美化への取り組み（不法投棄の監視、回収など）

（４）歴史や温泉を生かした観光への取り組み（観光ルートの開
発、観光イベントの開催、観光マップや案内板の整備など）

（５）農業・林業・水産業への取り組み（用排水路の整備、農業経
営への支援、地産地消の推進など）

（６）新しい産業や研究技術開発への取り組み

（７）企業誘致や地域産業の保護・育成への取り組み

（８）商業を活性化するための取り組み

（９）雇用機会の創出と職業能力の向上のための取り組み

（10）小学校・中学校の施設や教育内容の充実

（11）幼稚園・保育園の施設や内容の充実

（12）青少年の健全育成への取り組み（ボランティア活動や地域
活動への参加の促進、ジュニアリーダーの養成など）

（13）生涯学習の参加機会や場の提供

（14）スポーツの参加機会や場の提供

（15）歴史・文化財を守り、活用していく取り組み

（16）文化、芸術の振興（音楽や演劇などに接する機会の提供）

（17）外国人との交流や国際化への取り組み

（18）国内の姉妹都市交流への取り組み（現在、京都府長岡京市
と姉妹都市提携しています）

（19）市民の健康増進施策への取り組み（各種健診、予防接種な
ど）

（20）地域に必要な医療を確保するための取り組み

（21）介護を必要とするお年寄りへの福祉サービスの取り組み

（22）お年寄りの生きがいづくりへの取り組み

（23）障がいをもった人への福祉サービスの取り組み

（24）介護している家族への支援

（25）子育てや子育て世帯への支援（こども医療費助成制度や放
課後児童クラブなど）

（26）支えあいの地域福祉の充実（ボランティア団体等の活動支
援、ボランティア養成講座の開催など）

（27）国道や県道などの主な道路の整備

（28）安全で使いやすい身近な道路の整備

（29）鉄道やバス（公共交通機関）の利用のしやすさ

（30）情報通信網の整備

（31）公園など身近に親しめる広場の整備

（32）上水道の水質改善への取り組み（おいしさ、安心度など）

（33）生活排水処理の対策（下水道の整備やし尿処理など）

（34）ごみ減量化やリサイクルの取り組み

（35）交通安全や交通事故防止の対策

（36）防災対策（火事、風水害、地震などへの取り組み）

（37）災害に強い山や川の整備

（38）市民への広報や情報の公開

（39）地域の活動を盛んにするための支援（自治会活動の支援な
ど）

（40）公民館や集会場などの整備

（41）男女共同参画社会づくりのための取り組み（啓発講座、講
演会など）

（42）効率的な行財政運営への取り組み（市財政の健全化など）

（43）近隣自治体との相互サービスの提供（本の貸し出し、住民
票の写しの交付など）
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9.4 

7.2 
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10.4 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 普通 不満 無回答

Ｎ=912

（１）自然環境の保全への取り組み

（２）まちの景観や街並みの美しさの向上のための取り組み

（３）環境美化への取り組み（不法投棄の監視、回収など）

（４）歴史や温泉を生かした観光への取り組み（観光ルートの開
発、観光イベントの開催、観光マップや案内板の整備など）

（５）農業・林業・水産業への取り組み（用排水路の整備、農業経
営への支援、地産地消の推進など）

（６）新しい産業や研究技術開発への取り組み

（７）企業誘致や地域産業の保護・育成への取り組み

（８）商業を活性化するための取り組み

（９）雇用機会の創出と職業能力の向上のための取り組み

（10）小学校・中学校の施設や教育内容の充実

（11）幼稚園・保育園の施設や内容の充実

（12）青少年の健全育成への取り組み（ボランティア活動や地域
活動への参加の促進、ジュニアリーダーの養成など）

（13）生涯学習の参加機会や場の提供

（14）スポーツの参加機会や場の提供

（15）歴史・文化財を守り、活用していく取り組み

（16）文化、芸術の振興（音楽や演劇などに接する機会の提供）

（17）外国人との交流や国際化への取り組み

（18）国内の姉妹都市交流への取り組み（現在、京都府長岡京市
と姉妹都市提携しています）

（19）市民の健康増進施策への取り組み（各種健診、予防接種な
ど）

（20）地域に必要な医療を確保するための取り組み

（21）介護を必要とするお年寄りへの福祉サービスの取り組み

（22）お年寄りの生きがいづくりへの取り組み

（23）障がいをもった人への福祉サービスの取り組み

（24）介護している家族への支援

（25）子育てや子育て世帯への支援（こども医療費助成制度や放
課後児童クラブなど）

（26）支えあいの地域福祉の充実（ボランティア団体等の活動支
援、ボランティア養成講座の開催など）

（27）国道や県道などの主な道路の整備

（28）安全で使いやすい身近な道路の整備

（29）鉄道やバス（公共交通機関）の利用のしやすさ

（30）情報通信網の整備

（31）公園など身近に親しめる広場の整備

（32）上水道の水質改善への取り組み（おいしさ、安心度など）

（33）生活排水処理の対策（下水道の整備やし尿処理など）

（34）ごみ減量化やリサイクルの取り組み

（35）交通安全や交通事故防止の対策

（36）防災対策（火事、風水害、地震などへの取り組み）

（37）災害に強い山や川の整備

（38）市民への広報や情報の公開

（39）地域の活動を盛んにするための支援（自治会活動の支援な
ど）

（40）公民館や集会場などの整備

（41）男女共同参画社会づくりのための取り組み（啓発講座、講
演会など）

（42）効率的な行財政運営への取り組み（市財政の健全化など）

（43）近隣自治体との相互サービスの提供（本の貸し出し、住民
票の写しの交付など）
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満足 普通 不満 無回答

Ｎ=912

（１）自然環境の保全への取り組み

（２）まちの景観や街並みの美しさの向上のための取り組み

（３）環境美化への取り組み（不法投棄の監視、回収など）

（４）歴史や温泉を生かした観光への取り組み（観光ルートの開
発、観光イベントの開催、観光マップや案内板の整備など）

（５）農業・林業・水産業への取り組み（用排水路の整備、農業経
営への支援、地産地消の推進など）

（６）新しい産業や研究技術開発への取り組み

（７）企業誘致や地域産業の保護・育成への取り組み

（８）商業を活性化するための取り組み

（９）雇用機会の創出と職業能力の向上のための取り組み

（10）小学校・中学校の施設や教育内容の充実

（11）幼稚園・保育園の施設や内容の充実

（12）青少年の健全育成への取り組み（ボランティア活動や地域
活動への参加の促進、ジュニアリーダーの養成など）

（13）生涯学習の参加機会や場の提供

（14）スポーツの参加機会や場の提供

（15）歴史・文化財を守り、活用していく取り組み

（16）文化、芸術の振興（音楽や演劇などに接する機会の提供）

（17）外国人との交流や国際化への取り組み

（18）国内の姉妹都市交流への取り組み（現在、京都府長岡京市
と姉妹都市提携しています）

（19）市民の健康増進施策への取り組み（各種健診、予防接種な
ど）

（20）地域に必要な医療を確保するための取り組み

（21）介護を必要とするお年寄りへの福祉サービスの取り組み

（22）お年寄りの生きがいづくりへの取り組み

（23）障がいをもった人への福祉サービスの取り組み

（24）介護している家族への支援

（25）子育てや子育て世帯への支援（こども医療費助成制度や放
課後児童クラブなど）

（26）支えあいの地域福祉の充実（ボランティア団体等の活動支
援、ボランティア養成講座の開催など）

（27）国道や県道などの主な道路の整備

（28）安全で使いやすい身近な道路の整備

（29）鉄道やバス（公共交通機関）の利用のしやすさ

（30）情報通信網の整備

（31）公園など身近に親しめる広場の整備

（32）上水道の水質改善への取り組み（おいしさ、安心度など）

（33）生活排水処理の対策（下水道の整備やし尿処理など）

（34）ごみ減量化やリサイクルの取り組み

（35）交通安全や交通事故防止の対策

（36）防災対策（火事、風水害、地震などへの取り組み）

（37）災害に強い山や川の整備

（38）市民への広報や情報の公開

（39）地域の活動を盛んにするための支援（自治会活動の支援な
ど）

（40）公民館や集会場などの整備

（41）男女共同参画社会づくりのための取り組み（啓発講座、講
演会など）

（42）効率的な行財政運営への取り組み（市財政の健全化など）

（43）近隣自治体との相互サービスの提供（本の貸し出し、住民
票の写しの交付など）
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③ 市政運営やまちの将来について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 あなたが伊豆の国市民として誇れるもの、将来まで残したいものは次のどれですか。（○は３つまで） 

Ｎ=912

美しい山、川などの自然資源（葛城山、
城山、狩野川など）

名勝・史跡などの歴史的資源（韮山反射
炉や重要文化財江川邸など）

充実した医療機関や福祉施設

いちご、鮎などの農水産物

充実した保育や子育て支援

祭りやコミュニティ活動など人々の交流

買い物やイベント等でにぎわう商業地

自然を生かした観光レクリエーション地
（温泉、カヌー、キャンプ場など）

芸妓まつりや三番叟などの伝統芸能・郷
土芸能

その他

無回答

67.8

55.2

36.3

25.4

12.7

11.8

10.4

9.2

6.8

0.9

5.6

0 20 40 60 80(%)

凡例： 公園・緑地を「守る：   」、「創る・育てる：   」、「使う：   」に繋がる意見等 
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（２）伊豆の国市に景観形成基本計画策定に係るアンケート調査（平成 24 年７月） 

伊豆の国市景観計画の策定にあたり行ったアンケート調査から、緑の基本計画に関連する項目

を整理しました。 

 

《回収状況》 

発送数 回収数 回収率 

2,000 624 31.2％ 

 

○ 良好な景観づくりのため、今後必要な取り組みについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 これからの伊豆の国市の景観づくりについてお聞きします。伊豆の国市を美しく、潤いのあるものとするた

めには、あなたは何が必要だと思いますか。（３つまでに○） 

 

凡例： 公園・緑地を「守る：   」、「創る・育てる：   」、「使う：   」に繋がる意見等 
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（３）まち・ひと・しごと創生総合戦略策定に係るアンケート調査（平成 27 年９月） 

伊豆の国市まち・ひと・しごと創生総合戦略策定にあたり行ったアンケート調査から、緑の基

本計画に関連する項目を整理しました。 

 

《回収状況》 

発送数 回収数 回収率 

2,000 601 30.1％ 

 

○ 市民活動の活性化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 市民の生涯学習・スポーツ、文化活動の活性化に向けて、どのような取り組みに力を入れたらよいと思いま

すか。（主なもの３つまでに○） 

 

凡例： 公園・緑地を「守る：   」、「創る・育てる：   」、「使う：   」に繋がる意見等 

34.9 

31.4 

29.8 

29.3 

28.6 

27.0 

21.1 

15.5 

12.6 

8.7 

6.8 

3.3 

3.3 

0% 10% 20% 30% 40%

豊かな自然に触れる機会の充実

自然・歴史・文化を活かした、生涯学習プログラムの充実

韮山反射炉や江川邸などの近世・近代の施設の活用

文化・スポーツの組織（団体・グループ）の育成

温泉健康文化を発信するための活動体制づくり

本物の芸術に触れる機会の充実（音楽・絵画・演劇ほか）

農に親しむ機会の充実

公民館の整備・拡充

郷土文化の融合や新しい文化・伝統を創造する取り組み

韮山城跡と伝堀越御所跡などの中世遺構の再生

文化財や民俗資料などの収集・保存

その他

無回答

ｎ=601

問6 市民の生涯学習・スポーツ、文化活動の活性化に向けて、力を入れるべき取り組み

問 次のうち、あなたが関心を持っている地域活動は何ですか。（主なもの２つまでに○） 

 

問 市では、元気な地域づくりや暮らしやすい社会の形成に市民のみなさま一人ひとりの意欲や経験を発揮して

いただきたいと願っています。今後、あなたの知識・技能・経験を地域社会で活かしたい（役立てたい）と

思いますか。（１つに○） 

 

＊調査は、市民と転入者別に行っていますが、 

本項目では市民向け調査のみを対象としています。 

40.3 

35.1 

28.3 

25.1 

12.6 

3.2 

3.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地域の活動（行事、祭り、清掃活動など）

趣味やスポーツなどの自主グループ活動

子育てや家庭教育への手伝いや支援

小・中学校で行う地域学習や体験授業への手伝いや支援

地域活動に関心はない

その他

無回答

ｎ=601

問7 関心を持っている地域活動

15.5 49.3 24.3 7.7

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

活かしたい

できるなら活かしたい

あまり活かそうとは思わない

活かそうとは思わない

無回答

問8 今後、あなたの知識・技能・経験を地域社会で活かしたいと思うか

ｎ=601

15.5 49.3 24.3 7.7

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

活かしたい

できるなら活かしたい

あまり活かそうとは思わない

活かそうとは思わない

無回答

問8 今後、あなたの知識・技能・経験を地域社会で活かしたいと思うか

ｎ=601
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（４）アンケート総括 

アンケート結果からは、市民が緑に求める機能は、従来のような「癒し」や「身の回りのレク

リエーション」の場等といったことだけでなく、「暮らしの質の向上」、「地域活性化」、「防災」

など、新たな視点での緑の利活用が望まれていることが推察されます。 

言い換えれば、従来の「緑を守る」や「公園を造る」だけでなく、「育てる」や「使う」とい

った視点が求められていると言えます。 

以上を踏まえ、アンケートを以下のとおり総括します。 

 

① 美しい自然環境の保全、災害に強い自然環境の整備等、「緑を守る」が望まれている 

市民が誇れるもの、将来まで残したいものとして「美しい山、川などの自然資源」が最も多

く回答されました。また、「自然環境保全」に対する意識が高いことも見受けられます。 

本市は、市域の８割弱が自然的土地利用であり、市街地の周囲にあふれる自然は、伊豆の国

市特有の景観を生み日常的に親しまれてきたとともに、観光・レクリエーションの場、農林業等

の営みの場等として、市民の「暮らし」に密接に関係してきたと思われます。 

このことから、自然環境の保全、言い換えれば「緑を守る」が、市民にとって大切なものと

捉えられていると推察します。 

 

 

② 市民に望まれている暮らし・観光の高質化に、「緑を創る・育てる」が重要である 

市民が誇れるもの、将来まで残したいものとして「名勝・史跡などの歴史的資源」が２番目

に多く回答されました。また、「歴史や温泉を生かした観光への取組」等が、重要度が高い政策

として望まれています。 

これに対し、良好な景観の一要素となり、居心地の良い場所を提供する公園・緑地や、歓迎

を伝えることができる住宅の庭先の花や道路の植栽は、歴史資源や温泉地の価値を高めることが

できると考えます。 

また、「まちの景観や街並みの美しさの向上のための取組」も重要度が高い政策とされてい

ますが、公園・緑地や、市街地の身近な緑は、対観光客に留まらず、市民の「暮らし」の質を高

め、日常を豊かにすることができると考えます。 

そのためには、施設としての公園の整備・美化だけでなく、道路、庭先など身の回りの緑化

を推進し、「緑を創る・育てる」が重要になると考えます。 
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③ 活動の場・活動を見せる場として、「緑を使う」「使う機会を増やす」が求められている 

【「緑を使う」の有効性】 

アンケート結果によると、本市は概ね住みやすいまちと認識されていますが、今後、住みや

すさをより高めていくためには、「活気がない」や「娯楽やスポーツ・文化の機会が少ない」の

改善が必要とされています。 

一方、市内には、年間を通じ、屋外の公園・緑地で行われる様々なイベントに市民が参加す

る文化が醸成されています。この文化を日常的なものとし、さらに多くの人々の参加を促すこと

で、活気があり、娯楽やスポーツ・文化の機会が多いまちとすることができると考えます。 

そのためには、日常的にスポーツやイベント等の活動が行われ、また活動を見せることがで

きる（活気を分かりやすく伝える）場所として、公園・緑地等の「緑を使う」が有効と考えます。 

 

【「緑を使う機会の増加」の必要性】 

「公園など身近に親しめる広場の整備」は、重要度はそれ程高くないものの、満足度が低い

と捉えられています。 

緑の現況で整理したとおり、本市の都市公園は量としては比較的多いにもかかわらず、市民

が身近に親しめる広場の整備を求めているのは、「場所そのものが充足していない」というより、

それを「使う機会が不足している」からと推察します。前述した「活気がない」や「娯楽やスポ

ーツ・文化の機会が少ない」の改善が求められていることからも、このことが推察されます。 

こうしたことからも、公園、学校グラウンド、民間施設緑地（寺社の緑）など、身近にある

「緑を使う」機会を増加させることが求められていると考えられます。 

また、アンケート結果からは、市民の地域活動への高い関心や、個々の知識・技能・経験を

活かし、地域活動に貢献したいという思いを伺うことができます。こうした思いを持つ市民の活

躍の場を提供するためにも、「緑を使う」機会を設けることは有効と考えられます。 

  



伊豆の国市緑の基本計画 
 

34 

２．機能別評価と課題 

緑の基本計画ハンドブックでは、都市における緑の機能は、「交流機能」、「景観形成機能」、

「防災機能」、「環境保全機能」の４つに分類されます。 

緑の現況やアンケート結果を踏まえ、本市の緑をこれらの４つの機能ごとに評価するとともに、

課題を整理します。 

 

■ 都市における緑の機能 （出典：緑の基本計画ハンドブック（㈳日本公園緑地協会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【交流機能】 緑の持つ多様な機能の活用により、変化に対応した余暇空間を確保できる。 

・ 自由時間の増大、価値観の多様化、交通体系の発展等に伴い、国民の余暇活動は多様化、高度化、広域化し

ている。また、都市化の進展、少子・高齢化等に伴い、自然とのふれあい志向、健康への関心、コミュニティ

意識が高まるなど余暇需要は変化しつつある。 

・ 緑の持つ多様な機能を活用することにより、経済社会や国民の余暇需要の変化に対応した、緑豊かで質の高

い余暇空間を確保することが出来る。 

 

 

【景観形成機能】 多様性や四季の変化が心を育み、潤いのある美しい景観を形成する。 

・ 緑は地域の気候、風土に応じて特徴ある多様性を有しており、四季の変化を実感出来る快適な生活環境や美

しい景観を創出することにより、次代を担う子供達の感受性を育み、国民生活にゆとりと潤いをもたらすこと

が出来る。 

・ 緑は我が国の固有の文化や歴史などと深く関わっており、緑を適切に生かすことにより個性と魅力ある地域

づくりを進めることが出来る。 

 

 

【防災機能】 災害防止、避難地、救援活動拠点などの機能により、安全性を確保する。 

・ 大地震や大火災の発生時に、人々の避難地や避難路、火災の延焼防止帯、消防活動やボランティア等の救援

活動拠点、復旧活動拠点、仮設住宅地、広域防災拠点等として多様な機能を持つことから、緑を適切に確保す

ることにより、都市の安全性・防災性を高めることが出来る。 

 

 

【環境保全機能】 人と自然が共生する都市環境を確保することができる。 

・ 植木等の植物は、二酸化炭素の吸収、大気の浄化等により、悪化する都市気象や騒音、振動の緩和等の機能

を有する。また、都市内の樹林地や河川などの水辺地は、野生生物の生育地・生息地として生態系を構成し、

郊外から清涼な風を都市に送りこむ風の道を形成する。 

・ これら緑の機能の適切な配置により、人と自然が共生する都市環境を形成することが出来る。 
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（１）交流機能 （健康・レクリエーション・観光） 

視点 ・ 都市と自然（農地、山林、河川等）が近接する土地利用の特性を活かし、河川、身近な農

地、平地林等の自然を活用したレクリエーションの機能及び機会が求められている。 

・ また、歴史や温泉等の地域資源を活かした観光への取組が求められている。 

・ 以上に対し、交流や活動の場として公園緑地を活用し、市民生活や観光体験を豊かにする

ことが効果的である。 

現況 ・ 大規模なレクリエーション機能を持った公園緑地は、主に狩野川沿いに整備されており、

特に狩野川周辺は、カヌー、サイクリング、散歩等の屋外レクリエーションの場として、日

常的に利用されている。 

・ 温泉街、韮山反射炉周辺などポイントとしての公園緑地は豊富である一方、公園緑地を繋

ぐネットワークが不足している。 

・ 市街地の交流機能に資する公園緑地として、市街化区域内の都市公園はやや充足していな

いものの、市街化区域内の社寺林や児童遊園、市街化区域の外側縁辺部に位置する都市公園

等がこれを補っている。 

課題 ・ 狩野川の自然環境を活用した交流機能の強化を図る。 

・ 幹線道路、中小河川、水路を軸に、公園緑地のネットワーク化を図る。 

・ 温泉街や韮山反射炉等の魅力向上のため、その周辺の公園緑地の保全・活用を図る。 

・ 法に基づく農地の適切な維持保全、また市民農園等による農地の活用を図る。 

・ 既存の都市公園に加え、放課後の学校校庭、社寺林等を活用し、身近に楽しめる公園緑地

の満足度を向上する。 

（２）景観形成機能 

視点 ・ 本市では、都市と自然（農地、山林、河川等）が近接し、それらが一体となって良好な景

観が生み出されている。 

・ このため、都市部ではまちの景観や街並みの美しさを、それ以外では美しい山、川、及び

農地などの自然資源をそれぞれ保全し、継承していくことが求められている。 

現況 ・ 狩野川周辺の空間は、自然が豊富で、且つその周囲にある市街地、農地、山林と一体とな

って景観軸を形成しているが、近年では、森林や農地の荒廃、水辺の親水性の低下が目立つ

傾向にあり、景観形成の維持保全が求められている。 

・ 市街地では幹線道路沿いに街路樹や花壇などの緑が少ない景観となっている。 

・ 市の代表的郷土景観として、温泉街周辺や韮山反射炉周辺等の歴史・文化的景観がある。 

・ 温泉街、狩野川周辺、広大な水田など、本市の代表的な地域資源では、そこで活動する人

が一体となって、暮らしの景観を成している。 

・ 城山や葛城山などからは、富士山を背景とする優れた景観がみられる。 

課題 ・ 狩野川と一体性のある公園緑地、またその周囲の市街地、農地、山林が一体となった景観

を保全するため、豊かな自然の保全や市街地の緑化の推進等を市民とともに図る。 

・ 歴史・文化的景観を活かし、引き立てる緑の保全、及び新たな緑の創出を市民とともに図

る。 

・ 人と自然が共生する緑の継承を図る。 

・ 眺望を引き立てる緑の保全・整備を図る。 
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（３）防災機能 

視点 ・ 甚大な被害が想定される南海トラフ大地震や、台風・大雨等による土砂災害や河川氾濫等

の自然災害に対し、災害に強い山や川の整備が求められている。 

・ また、市街地において、公園緑地は、被災直後の避難空間、被害軽減などに機能するとと

もに、被災後の避難生活や復旧活動の場等としての機能も求められる。 

現況 ・ 本市の市街地を取り囲む山間地・丘陵地の緑は、水源涵養地として山間地の保水力を高め

ること等により、土砂災害や河川氾濫の災害リスクを低減している。 

・ また、保水、遊水機能を持つ水田は、市街地の水害抑制に寄与している。 

・ ただし、近年では、農業従事者の高齢化や後継者不足等により、森林や農地の荒廃が懸念

される。 

・ 市街地では、都市公園や児童遊園等のほか、学校校庭が、災害に対し多様な役割を担って

いる（避難地、避難路、延焼防止帯、救援活動・復旧活動の拠点等）。 

課題 ・ 自然災害の抑制や被害軽減に資する緑の保全や整備を図る。 

・ 保水、遊水機能を持つ農用地の保全を図る。  

・ 避難路としての道路整備とともに、避難場所としての防災機能を兼ね備えたオープンスペ

ースとなる公園緑地の整備や維持保全を図る。 

・ 内水及び外水氾濫時に一時的に避難先となる公園・広場等の整備を図る。  

 

（４）環境保全機能 

視点 ・ 大気汚染や都市型気象等に対し、緑による負荷の軽減が求められる。 

・ 生物多様性の保全を図るため、農地、山林、河川等、動植物の多様な生息環境の保全が求

められる。 

現況 ・ 市域の 77.4％を農地や山林等の自然的土地利用が占めており、これらは都市生活による環

境への負荷を軽減するとともに、動植物の多様な生息場所となっている。 

・ 住宅地では、生け垣、樹木、背後に控える山々などによって、潤いのある空間が形成され

ている。 

・ 工業地は山々や田畑などに囲まれているが、工場内は緑が少ない。 

・ 温泉街周辺は旅館などの庭の緑のほか、山々の緑が存在するが、街路樹などがないことか

ら、緑に乏しい場所もある。 

課題 ・ 自然豊かな農地、山林、丘陵地の保全を図る。 

・ 住宅地、工業地、温泉街の緑の保全や緑化推進を図る。 
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３．公園緑地の量と配置に係る分析・課題 

（１）緑の量に係る分析・課題 

都市公園法施行令では、市民１人当たりの都市公園面積確保目標を「行政区域で 10 ㎡／人以上、

市街地で５㎡／人以上」としています。 

伊豆の国市都市公園条例では、市民１人当たりの都市公園面積確保目標を「行政区域で 12 ㎡／

人以上、市街地で６㎡／人以上」としています。 

これに対し、本市の行政区域内の１人当り都市公園面積は 12 ㎡／人となっており、施行令及び

条例が示す目標を確保し、市全域としては公園の量は概ね充足しているといえます。この数値は、

静岡県や全国平均の数値と比べても高く、比較的、都市公園が多い状況にあります。 

また、本市の都市公園の分布をみると、市街化調整区域に多く配置されていますが、緑の基本

計画ハンドブックに基づく「市街地の公園」の考え方により、市街化区域縁辺部に位置する９公園

については、市街化区域内の市民が利用する「市街地の公園」と判断されます。この９つの公園も

考慮すると、市街地の１人当り都市公園面積は 6.7 ㎡／人となり、「市街地」の公園は充足してい

るといえます。ただし、この「市街地」を「市街化区域内のみ」と捉えると、市街地の１人当り都

市公園面積は 1.7 ㎡／人となり、「市街化区域内のみ」の公園は充足していないといえます。 

以上を踏まえると、本市では市街化調整区域には都市公園が多く配置されていますが、市街化

区域は都市公園が充足していないため、市街化区域への公園整備が課題となっています。 

 

■ １人当たり都市公園面積(実数)の比較（国・静岡県・伊豆の国市） 

 
伊豆の国市 

静岡県＊１ 全国＊１ 

市街地 行政区域 

都市公園 
6.7 ㎡／人 ＊3 

（1.7 ㎡／人）＊4 
12.0 ㎡／人  8.4 ㎡／人 10.1 ㎡／人 

都市公園等＊２ 
9.3 ㎡／人 ＊5 

（2.1 ㎡／人）＊4 
15.2 ㎡／人 ― ― 

 

 

 

■ 「市街地の公園」の考え方 （参照：新編 緑の基本計画ハンドブックＰ81） 

 

 

 

  

＊１：静岡県及び全国の値は、平成 26年３月現在、国土交通省の都市公園データベース出典 

＊２：都市公園に公共施設緑地等を加えたもの 

＊３：市街化区域縁辺部（誘致圏を考慮し、250ｍ以内）に位置する、以下の９つの都市公園を含んだ場合。 

①大堤池親水公園、②時代劇場公園、③守木川野公園、④鍋沢ふれあい公園、⑤墹之上堤外地公園、⑥千歳橋堤外地公園、 

⑦狩野川さくら公園、⑧狩野川リバーサイドパーク、⑨守山西公園 

＊４：市街化区域内のみの都市公園（等）で算出した場合 

＊５：市街化区域縁辺部（誘致圏を考慮し、250ｍ以内）の上記の都市公園や公共施設緑地等を含んだ場合 

 

例えば、市街化区域にかこまれて島状、線状に存在する市街化調整区域に配置される緑地（河川緑地など）や住区基幹公園等でた

またま当該地区に隣接する市街化調整区域に整備される場合、市街化区域縁辺部に存在する丘陵地で市街化調整区域まで一体的に指

定される地域制緑地等、ほとんど市街化区域の住民に供する緑地が「市街化区域内」の緑地から除かれてしまうことが考えられる。 

これらを補い、実質的な市街地の緑地の目標水準とするため、「市街地の緑地」を「市街化区域内の緑地」＋「市街化区域に隣接

した周辺地域の緑地面積」とすることも考えられる。 

なお、市街化区域に接した周辺地域の緑地取り込み基準については、当該市町村で適宜判断する。 
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（２）緑の配置に係る分析・課題 

改正前の都市公園法で示されていた「従来の一般的な住宅市街地における住区基幹公園の公

園・緑地の標準的な誘致距離」を踏まえ、本市の公園・緑地の配置状況を確認しました。 

公園・緑地の誘致圏図をみると、都市公園だけでは住宅地をカバーできていないものの、公共

施設緑地や民間施設緑地が補い、住宅地の公園利用を概ね満たしていることがわかります。 

公園・緑地の適切な配置にあっては、法による位置づけのもと維持・管理がなされる都市公園

が配置されることが望ましいと考えます。 

しかしながら、都市がコンパクトに形成されている本市において、都市公園だけで公園・緑地

機能を確保していくことは困難と考えられます。 

このため、公共施設緑地や民間施設緑地も活用し、段階的に、公園・緑地機能の確保を目指し

ていくことが必要です。 

 

 

■ 住区基幹公園の標準的な誘致距離 （参照：改正前都市公園法） 

 

 

 

 

 

 

■ 本市における公園・緑地の誘致圏分布状況 

 

 

 

 

 

 

 

① 街区公園 ：  250ｍ（公共施設緑地等や民間施設緑地も同距離と設定） 

② 近隣公園 ：  500ｍ 

③ 地区公園 ： 1,000ｍ 

＊ なお、現在は、都市公園法施行令の一部を改正し、この誘致距離は廃止されているため、誘致距離は参考程度と考える。

（一律の市街地と人口密度を想定し、公園種別毎の誘致距離を数値により示すことがなじまなくなってきたため） 

 

① 都市公園（未整備を除く 30 施設）の誘致圏は、市街化区域の概ね１／２程度をカバーしている。 

② ①に公共施設緑地等（53 施設）を加えた、計 83 の公園・緑地による誘致圏は、田京駅や原木駅周

辺等を除く、市街化区域の大半をカバーしている。 

③ ②に民間施設緑地（152 施設）を加えた、計 235 の公園・緑地による誘致圏では、市街化区域のほ

ぼ全域がカバーされる。また、市街化区域外であっても、居住が集中するエリアの大半に、公園・緑地

が配置されていることが確認できる。 

 



Ⅲ 緑の評価と課題 

 

39 
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（３）500ｍメッシュによる緑の量・配置に係る分析・課題 

前述の緑の量・配置に係る分析では、市街化区域内の中心部周辺で公園が充足していないこと

が分かりました。この分析を補完し、具体的にどのエリアで公園が充足していないかを把握するた

め、市域を 500ｍメッシュに細分化し、メッシュごとに公園等の量の過不足を確認しました。 

 

① 分析方法と公園等の量の充足・充足していないことの考え方 

本計画の目標年次である平成 37 年の公園等の必要量を求めるため、500ｍメッシュごと１人

当り公園面積を算出し、市全域で公園等が充足していない場所を確認しました。この際、市都市

公園条例の数値目標である 6.0 ㎡／人以上となるメッシュは公園等が充足していると判定しまし

た。なお、公園等の量は都市公園、公共施設緑地等、民間施設緑地の合算数値を使用しています。 

 

② 分析のイメージ 

ア 500ｍメッシュの人口１人当り公園面積が 6.0 ㎡／人以上のメッシュは公園等が充足してい

るものと判定しました。 

       緑色のメッシュは 6.0㎡／人以上 

       

      白色のメッシュは 6.0㎡／人未満 

 

イ アの白色のメッシュは、メッシュ内に公園がなくても、隣接する緑色のメッシュ内の公園

の徒歩圏となっているメッシュもあります。このため、徒歩圏に留意しつつ、アの緑色のメ

ッシュと隣接する白色のメッシュの人口及び公園面積を合計し、人口１人当り公園面積が 6.0

㎡／人以上となるメッシュの有無を確認しました。 

       緑色のメッシュは 6.0㎡／人以上 

      黄緑色のメッシュは、隣接メッシュで合計して 6.0 ㎡／人以上  

      黄色のメッシュは、公園等が充足していないメッシュ 

 

③ 市街化区域における分析結果 

この分析結果から、平成 37 年において、市街化区域内の伊豆長岡駅周辺１箇所、田京駅周辺

２箇所の計３箇所のメッシュで、公園等が充足していないと推察されます。 

この３箇所及びその隣接するメッシュ内には、現在も公園等がありますが、人口密度が高い

ことから、人口１人当り公園面積が充足していないと考えられます。加えて、これらのメッシュ

では、災害時の避難施設の過不足といった視点からも、避難場所となる公園等が充足していない

結果となっています。  
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④ 市街化調整区域における分析結果 

市街化区域内と同様に、前述の 500ｍメッシュによる分析を行いました。都市公園法施行令

や市都市公園条例に基づく都市公園面積に限って分析したところ、都市公園が充足していないメ

ッシュがありました。 

しかしながら、市街化調整区域では、田園や山林などの地域制緑地により、市街化区域と比

べると「緑の量」は確保されています。今後、その田園風景や山林などの「自然の緑」を守って

いくことに重点を置くことが必要と推察されます。 

 

■ 市全域の緑の量・配置に係る分析結果図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 

 2040 年の推計人口(約 36,000 人)１人当り公園面積が 6.0 ㎡／人以上の、公園が「充足」するメッシ

ュ 

 隣接する緑色のメッシュ内の公園の徒歩圏となっているメッシュで、2040 年の人口１人当り公園面

積が、隣接メッシュで合計して 6.0 ㎡／人以上となる、公園の「利用圏域」にあるメッシュ 

 
緑色、黄緑色のメッシュに該当しない、公園が「充足していない」メッシュ 

 
人口問題研究所の将来人口推計等をもとに、2040 年に人が住んでいないと推測されるメッシュ 

  

市街化区域 
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４．課題の整理 

緑の現況や分析を踏まえ、今後、市民にとってより住みやすく、また温泉街や歴史資源などを

目当てに訪れる観光客を迎え入れる、より質の高いまちづくりを進めるためには、人々が憩いや潤

いを感じることが出来る快適な緑の環境の創出や緑の充足、さらには緑を使う機会の創出を図るこ

とで、緑の満足度を高めることが重要です。 

そのためには、行政による公園・緑地の公園整備や公共施設の緑化に加え、市民・事業者の参

加協力による身近な緑を増やし、使うといった、自発的で継続的な活動により、緑のネットワーク

を繋ぎ、まちを緑豊かで魅力あるものにしていくことが必要となります。 

一方、緑の持つその他の機能として、自然環境の保全、スポーツ・レクリエーションの場の提

供、安全・安心な生活環境の創出（防災）等については、これからの社会ニーズに対応した整備・

維持保全も求められています。 

 

 

■ 緑の現況や分析を踏まえた「キーワード」 

 

 

 

 

 

 

①美しい自然環境の保全、災害に強い自然環境の整備 

②避難路・避難場所となる公園・緑地の機能確保 

③観光を巡る社会情勢の変化に対応し、観光施設や歴史文化施設の魅力を高める地域の緑化 

④高齢化に対応する公園機能の導入（バリアフリー化、健康づくり、コミュニケーション等） 

⑤中心市街地（なかでも伊豆長岡駅、田京駅周辺）での、公園・緑地の創出、緑化の推進 

⑥狩野川や源氏山等を利用した交流機能の強化 

⑦市内の多様な緑に係る資源や活動を活用した、緑の連続性・回遊性の向上等 

 


